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であるから,N,FをそれぞれP｡の関数 として求めれば,(5)式,(6)式から,す くい面に働 く垂直
応力qおよび摩擦応力 Tを求めることができる｡





















単板剥ぎ取り機械に関する研究 (XXVI) 単聯 認 識 描 き去 等 号.L;面の 15
tn =2(mm)
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namometers duringcuttingwithacomposite tool,andvariousangles(り｡,∂C, E｡)andfrictional
coefficient (〃max)Calculatedbyusingthesecomponents.
●:basedonvaluesmeasuredwithoctagonalelastic-rlngdynamometer;○ :basedonvaluesmeasuredwithdynamometerattachedto
acompositetool;ワ｡,tn, i,Ⅹ′,Z′andZe:refertoFigure1;F (frictionalforce):resultantforcof(-)Fx'and (-)Fz'.
放射組織に対して順目となるような,試験片を作成した｡なお,切削面は,追柾目気味の
板目面であり,それの木表側を切削した｡






















































切削した場合 (便宜上,単板の傾斜送 り二次元切削と呼ぶ｡)における工具す くい面における単板と
の接触境界面に働 く切削応力分布や摩擦係数を明らかにするために,分割工具を用いて基礎的な単板
切削実験を行った｡即ち,すくい面への単板の接触長さ Pknの実測結果に基づき, Pk｡の範囲内で,
すくい面長さと切削力の関係を,分割工具を用いて明らかにし,それに基づいて,すくい面上の切削
応力分布や摩擦係数の分布を算出できること,などを明らかにした｡
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